








































































































　微視的な考察は、各資料の〔考〕のコメント的記述に譲って、ここでは比較的巨視的なスタンスから、要約・考察しておきたい。　一、〈虹〉は大和系日本語では、『万葉集』の〈虹〉の万葉仮名が〈努自〉 あり、「努」は上代仮名遣いとしては、甲類の「のno」である。上代の辞典・音義類 、中国より 引き写しで、漢字 発音を反切によって示してあるのみである。辞書でみる大和系日本語発音は『倭名類聚鈔』（＝、平安中期）によって知られ 。それには「和名爾之」とある。よって上代は「ノジ」、以後は〈ニジ〉と音声的に変化。以下、総括して〈ニジ〉とする。　二、〈ニジ〉の表記漢字、すなわち外来語としての〈ニジ〉の漢字は、すでに上代より中国の『爾雅注〓』（＝
）・『釋名』『釋文』を




























の流入をみた、〈ニジ〉の記述が、それに沿って科学的であることは至極当然であろう。　五、〈ニジ〉の異名は、英語などでは、〈レインボー〉に対して〈アイリス〉があることは周知である。そこでわが国の異名についてみると、藤原長清のの編んだ『夫木和歌抄』の著名な分類よりの知識から「をふさ」を掲げ（）、また掲げつつもやや疑問視している感のあ もの（）も見られるが、アストンにもそ 先縦 見られ、稿者が仮想・目論んでいるメタファーまたは見立てによる異名「天の浮き橋」、進めて「夢の浮き橋」、また〈〓〉すなわち古代中国の〈雌ニジ〉 文藝化された「天人・天女」系の記載は見られない。　六、古典和語では、〈ニジ〉は、「たつ」ま は「ふく」と言っていた。「たつ」は資料に散見 る 立つ」 はなく、 この世なら
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　七、俚諺・農諺等は、中国よりの移入 一部あろうが、中国 それと似ている所 あるが、似ていない所も る。資料の性質上 経験的な面の作用が多く、また風土の違いに基因す も もあり、
五九
六〇
当然の成り行きであろう。　八、〈ニジ〉の色の「種類」・「数」についての記載は、近代以前の、いわゆる古辞書・類書には見出し難い。明治に入って、『言海』の稿本あたりが、その嚆矢であろうか。　（ただし、古辞・類書ではないが、近世の随筆『寓意草』《1750ごろか》に「虹のなゝすぢ」と出ている。このことについては後稿資料の所で、やや詳述する予定である。）
（本稿の引用資料閲覧に関し、犬飼守薫氏、塩村耕氏、広岡義隆氏よ
り便宜をたまわった。多謝。）
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『椙山女学園大学研究論集』連載中の資料の通し番号で
